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■背景 

 現在、グローバル市場での競争の激化に伴い、日本の成長を支えてきた自動車産業、電機産業が苦境

に立たされています。これまで日本の産業界が圧倒的に強いとされていた電子デバイス分野と材料技術

分野においしても、近隣アジア諸国からの激しい追い上げを受けています。このような社会情勢の中、

海外赴任や留学を望まず、挑戦意欲の薄い「内向き志向」の若者の増加が指摘され、日本の科学技術及

び産業の未来に暗い影を投げかけています。 

本教育プログラムでは、九州大学における分子集積科学、分子情報科学、分子システム科学の研究成

果を礎に、次世代の産業を推進する新領域「分子システムデバイス科学」を構築します。有機ＥＬ（エ

レクトロ・ルミネッセンス）の材料開発で世界をリードする安達千波矢教授がプログラムコーディネー

ターとなり、理学府、工学府、システム情報科学府、九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシッ

プ・センター（QREC）及び九州大学ビジネススクール（QBS）の専門教員と国内外の民間企業、海外

の連携機関の研究者が教育チームを作り、５年一貫の革新的な博士課程教育カリキュラムを構築し、国

際舞台で活躍できる研究開発リーダーを育成します。国内外のプログラム推進に関わる関係者が一堂に

会するこのシンポジウムでは、本教育プログラムの趣旨及び内容を関係者のみでなく、一般の人にも広

く理解していただく機会となることが期待されます。 

  

■内容 

九州大学博士課程教育リーディングプログラム「分子システムデバイスプログラム」キックオフシンポ

ジウム 

（英語タイトル：Kyushu University Program for Leading Graduate Schools “The 1st International 

Symposium of the Advanced Graduate Program on Molecular Systems for Devices” 

 The Future of Molecular Systems for Devices -Education, Research and Industrialization-  

 

・日程：3月 28日（木）13時～17時 30分 

平成 24 年度博士課程教育リーディングプログラム「分子システムデバイスプログラ

ム」のキックオフシンポジウムを開催 

概 要 

平成２４年度博士課程教育リーディングプログラムに採択された「分子システムデバイス国際研

究リーダー養成および国際教育研究拠点形成」（プログラムコーディネーター：安達千波矢 工学研

究院・教授）は、次世代産業を牽引する新領域として「分子システムデバイス科学」を打ち出し、

科学を基礎とする「確かな学理」と「豊かな感性」で考えることができるスーパーリーダーの育成

を目指します。今年 2 月にプログラム推進を統括する教育センターを設立し、4 月の第 1 期コース

生受け入れの準備を進めて参りました。この度、本プログラム初の公開行事として、平成 25年 3月

28 日（木）、29 日（金）2 日間にわたるキックオフシンポジウムを開催します。このシンポジウム

では、福岡県及び福岡市にご後援いただき、ベルギーimec（Interuniversity Microelectronics 

Center）、米国UCLA－CNSI（カリフォルニア・ナノシステム研究所）、米国スタンフォード大学、

UC バークレー、OIST（沖縄科学技術大学院大学）をはじめとする連携大学の研究機関及び国内外

の民間企業の代表者および主要研究開発者の方にご講演いただくとともに、本教育プログラムの内

容を紹介し、産学連携の実例紹介、海外連携機関との今後の共同研究や教育の展望・期待等につい

て討論を行います。 

 

 

本イベントの告知とシンポジウムへのご取材をお願いいたしたく、ご案内申し上げます。 



      3月 29日（金）9時～17時 10分  

・会場：ヒルトン福岡シーホーク （福岡市中央区地行浜 2-2-3） 

・主催：九州大学分子システムデバイス国際リーダー教育センター 

  共催：九州大学大学院工学研究院応用化学部門 

後援：福岡県、福岡市 

   

詳しくは別紙プログラム参照 

  

【用語解説】 

・文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」：http://www.jsps.go.jp/j-hakasekatei/index.html  

優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、

国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前

期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的

改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進する事業です。  

 

 

 【お問い合わせ】 

分子システムデバイス国際リーダー教育センター 

広報担当：田村 美香 

電話：０９２－８０２－２９１１ 

FAX：０９２－６４２－２９１２ 

Mail：office@molecular-device.kyushu-u.ac.jp 

http://www.jsps.go.jp/j-hakasekatei/index.html
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博士課程教育リーディングプログラム「分子システムデバイスコース」   
 
平成 24 年 10 月、「分子システムデバイス国際研究リーダー養成および国際教育研究拠点形成」（プロ

グラムコーディネーター：安達千波矢教授）が、博士課程教育リーディングプログラムの複合領域型（物

質）プログラムとして採択されました。本拠点では５年一貫の博士教育プログラム「分子システムデバ

イスコース」を設置し、次世代の日本の科学技術の核となる「分子システムデバイス科学」を担う卓越

した研究能力とマネージメント・リーダーシップ能力を備えた科学を基礎とする国際スーパーリーダー

を育成します。  
 
これまでの大学院教育では専門性の高い博士人材を輩出するための教育がされてきたことから、産業

界が求める人材との間にギャップがあり、企業における積極的採用や、優秀な人材の博士課程進学への

障害となってきました。本教育プログラムでは、卓越した専門性と基礎学力、豊かな感性、語学力、国

際感覚を涵養すると共に、企業家精神、知的財産権、経営政策なども含めて、研究マネージメント等も

指導することにより、既存の大学院教育では実現しなかった幅広い知識を身に付けた研究開発リーダー

を育成します。また、第一線で活躍する企業研究者もプログラム担当者として多く参画しており、メン

ターとして直接学生の指導に携わるため、企業の求める即戦力となる博士人材の輩出が可能となります。

  
 

教育の特色と３つのステージ 
 
本教育プログラムでは、国内外の民間企業、大学等の連携機関との連携により、修士、博士の５年間

一貫の大学院教育を次のような 3 つのステージに分け、教育を展開します。 
  

 
ステージ 1（1、2 年次）は、伊都キャンパスを教育の場とし、学生同士で徹底的に討論を行い挑戦的

な研究テーマを設定する「研究企画発表会」、各自の研究発表や専門と異なる最新の科学トピックスを総

説形式でまとめて発表する「分子デバイス科学総合試験」などを通し、先端基礎研究の足固めを行いま

す。 
 
ステージ 2（3 年次）では、教育の場を海外拠点キャンパスに移し、米国で徹底した語学研修、フィー

ルドトリップを行い、海外の連携企業、大学などの海外拠点に研究留学での経験を通して国際感覚を養

います 。 
 
ステージ 3（4、5 年次）には伊都キャンパス近郊のサイエンスパークに研究の場を移し、研究戦略マ

インドと実践力を鍛えます。1 年次から異なる研究室に所属する学生 3 人一組で準備したグループリサー

チプロポーザル(GRP)を準備し、4 年次の最初に、ベンチャーキャピタルや民間企業等に提案し、研究資

金を調達した上で、企業との共同研究を実施します。 
 
また、九大カリフォルニアオフィスの全面支援により行う米国での 2 回の語学研修（LYREP）や、九

州大学ビジネススクール（QBS）、九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（QREC）

の協力による、知的財産（特許）や産学連携に関するマネージメント・リーダーシップについても学び

ます。さらに、国内外の企業、連携大学の参画を得て、グローバルな教育体制の確立を目指します。 
 
Web サイト 
九州大学院 博士課程教育リーディングプログラム 
分子システムデバイスコース 
 http://molecular-device.kyushu-u.ac.jp/  

http://molecular-device.kyushu-u.ac.jp/
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